
主

な

内

容

■行政あらかると

■ニュースラッシュうたづ

■少年育成センターより

■情報BOX

……………………………

…………………

……………………

……………………………………

2

6

9

12

宇多津町基調テーマ……～創造・夢プラン～

8/16 宇多津幼稚園夏季保育（浄泉寺）



ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
及
び
ご
み
処
理
費
用
の
公

平
化
を
図
る
た
め
、
九
月
一
日
か

ら
可
燃
ご
み
と
不
燃
ご
み
に
つ
い

て
は
、
町
指
定
の
ご
み
収
集
袋
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定

袋
以
外
で
出
さ
れ
た
ご
み
袋
は
収

集
致
し
ま
せ
ん
。
次
の
収
集
日
に

再
度
、
指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
指

定
袋
の
種
類
、
金
額
は
次
の
と
お

り
で
す
。
指
定
袋
は
、
町
内
の
小

売
店
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
お
求
め
に
な

れ
ま
す
。
な
お
、
資
源
ご
み
（
缶
、

び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
紙
類
、

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
は
今
ま

で
ど
お
り
無
料
で
収
集
し
ま
す
。

市
販
の
袋
や
ス
ー
パ
ー
の
袋
な
ど

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
み
袋
の

有
料
化
と
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い

て
、
町
民
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
手
提
げ
袋
、
封
筒
等
は
（
ビ
ニ

ー
ル
を
取
り
除
き
）
雑
誌
と
一

緒
に
紐
で
し
ば
っ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

今
日
、
ど
ん
な
ご
み
を
捨
て
ま

し
た
か
？
　
ご
み
は
、
地
球
の
限

り
あ
る
資
源
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い

ま
す
。
ご
み
を
捨
て
る
こ
と
は
、

地
球
の
資
源
を
捨
て
て
い
る
こ
と

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
少

し
で
も
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
ご
み
減
ら
し
の
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
３
つ
の
Ｒ
「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｅ

（
減
ら
す
）」「
Ｒ
Ｅ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
（
再

使
用
）」「
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
（
再

利
用
）」
を
実
行
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｅ
（
減
ら
す
）

ご
み
を
減
ら
す
一
番
大
切
な
方

法
は
、
ご
み
を
出
さ
な
い
こ
と
で

す
。
ご
み
と
し
て
捨
て
る
も
の
を

徹
底
的
に
減
ら
し
、
少
し
で
も
ご

み
の
減
量
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
無
計
画
な
買
い
物
は
、
ご

み
を
必
要
以
上
に
増
や
す
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
過
剰
包
装
は
断
る
。

・
買
い
物
袋
は
持
参
し
よ
う
。

・
他
の
も
の
で
代
用
で
き
る
使
い

捨
て
商
品
は
買
わ
な
い
。

Ｒ
Ｅ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
（
再
使
用
）

い
ら
な
く
な
っ
た
も
の
を
ご
み

と
し
て
捨
て
て
し
ま
う
前
に
、
何

か
に
使
え
な
い
か
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
自
分
で
は
も
う
い
ら
な

い
と
思
っ
て
も
、
必
要
と
し
て
い

る
人
が
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

リ
ユ
ー
ス
は
、
一
番
コ
ス
ト
の
か

か
ら
な
い
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
え
ま

す
。

・
修
理
し
て
み
る
。

・
別
の
使
い
方
を
考
え
る
。

・
欲
し
い
人
に
ゆ
ず
る
（
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
も
利
用
）

Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
（
再
生
利
用
）

ご
み
を
減
ら
し
、
何
度
も
再
使

用
し
た
結
果
、
ど
う
し
て
も
残
っ

て
し
ま
っ
た
最
後
の
手
段
が
リ
サ

イ
ク
ル
で
す
。リ
サ
イ
ク
ル
に
は
、

ご
み
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
資

源
の
節
約
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

な
ど
、
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
効

果
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

・
同
じ
種
類
の
も
の
に
分
別
す
る
。

・
生
ご
み
は
家
庭
で
肥
料
に

家
庭
か
ら
で
る
ご
み
の
三
分
の

一
は
生
ご
み
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
生
ご
み
が
な
く
な
れ
ば
い
や

な
ニ
オ
イ
も
気
に
な
な
ら
い
し
ご

み
出
し
も
楽
に
な
り
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

▼
補
助
限
度
額

購
入
価
格
の
二
分
の
一

生
ご
み
処
理
機
二
万
円

生
ご
み
処
理
容
器
三
千
円

▼
提
出
書
類

①
補
助
金
交
付
申
請
書
・
設
置

報
告
書
・
請
求
書
（
用
紙
は
町

住
民
生
活
課
）
②
商
品
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
③
保
証
書
の
写
し
④
領

収
書
の
写
し
⑤
設
置
状
況
が
わ

か
る
写
真

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

�
49
―
８
０
０
０

●
大
　
四
五
〇
円
（
十
枚
入
り
）

四
十
五
�
・
重
量
限
度
七
㎏

●
中
　
三
〇
〇
円
（
十
枚
入
り
）

三
十
�
・
重
量
限
度
五
㎏

●
小
　
二
〇
〇
円
（
十
枚
入
り
）

二
十
�
・
重
量
限
度
三
㎏

九
月
か
ら
牛
乳
パ
ッ
ク
、
ジ
ュ

ー
ス
等
の
紙
パ
ッ
ク
（
内
側
の
白

い
も
の
）、
紙
箱
、
紙
袋
、
封
筒
、

包
装
紙
等
（
紙
製
容
器
包
装
）
を

資
源
ご
み
で
回
収
い
た
し
ま
す
。

①
牛
乳
パ
ッ
ク
は
十
枚
程
度
を
重

ね
て
紐
で
し
ば
っ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

②
箱
類
、
菓
子
箱
等
は
た
た
ん
で

ダ
ン
ボ
ー
ル
と
一
緒
に
ひ
も
で

し
ば
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
包
装
紙
は
新
聞
紙
と
一
緒
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

2
今月の町税納期　●住民税（第2期分） ●国民健康保険税（第2期分） 納期限8月31日 �問い合わせ先 町税務課　�49－8004

ご
み
袋
の
価
格

九
月
か
ら
紙
製
容
器
包
装
を

資
源
ご
み
で
回
収
し
ま
す
。

三
つ
の
Ｒ
で

ご
み
を
減
量
し
ま
し
ょ
う
！

生
ご
み
処
理
容
器
設
置
者
に

補
助
金
交
付



衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
次
の
と

お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
投
票
日

九
月
十
一
日
�

▼
投
票
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で

▼
期
日
前
投
票

投
票
日
の
当
日
、
仕
事
、
旅
行

な
ど
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
人

は
、期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
間
／
八
月
三
十
一
日
�
〜

九
月
十
日
�

時
間
／
午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
八
時
ま
で

場
所
／
町
役
場
三
階

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
選
挙
管
理
委
員
会

�
49
―
８
０
１
３

居
住
費

居
住
環
境
の
違
い
を
考

慮
（
個
室
と
多
床
室
）

食
　
費

食
材
料
費
と

調
理
コ
ス
ト

☆
た
だ
し
、
低
所
得
の
方
に
は
所

得
に
応
じ
て
負
担
軽
減
の
制
度
が

あ
り
、申
請
し
て
認
定
さ
れ
る
と
、

保
険
対
象
外
の
食
費
・
居
住
費
の

負
担
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

九
月
か
ら
、
負
担
軽
減
の
適
用

と
な
る
方
の
申
請
を
受
付
し
て
、

認
定
さ
れ
た
方
に
は
負
担
限
度
額

認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

�
49
―
８
０
０
１

平
成
十
七
年
十
月
よ
り
居
住

費
・
食
費
は
原
則
保
険
給
付
の
対

象
外
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
介
護
保
険
施
設
を
利

用
し
て
い
る
場
合
は
、
居
住
費
・

食
費
（
材
料
費
は
除
く
）
は
介
護

保
険
か
ら
給
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
在
宅
の
方
と
の
公
平
性

を
図
る
た
め
に
、
施
設
入
所
の
方

や
施
設
に
短
期
入
所
さ
れ
る
方
に

は
居
住
費
・
食
費
を
、
通
所
系
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
は
食
費

を
こ
の
十
月
か
ら
自
己
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

3

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
る
施
設
給
付
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

「
こ
の
一
票

私
に
で
き
る
　
国
づ
く
り
」

児
童
虐
待
と
は
、
本
来
子
ど
も

を
守
る
べ
き
親
や
親
に
代
わ
る
保

護
者
が
、
子
ど
も
の
体
や
心
を
傷

つ
け
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
児
童

虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身
に
重
大

な
影
響
を
与
え
、
子
ど
も
に
対
す

る
最
も
深
刻
な
人
権
侵
害
と
い
え

ま
す
。

虐
待
に
は
、
殴
る
・
蹴
る
な
ど

の
「
身
体
的
虐
待
」
ば
か
り
で
な

く
、
心
が
傷
つ
く
こ
と
を
言
う
、

無
視
す
る
、
兄
弟
間
で
差
別
す
る

「
心
理
的
虐
待
」
や
、
性
的
行
為

を
強
要
す
る
「
性
的
虐
待
」、
食

事
・
風
呂
・
着
替
え
な
ど
の
世
話

を
し
な
い
、
乳
幼
児
を
家
や
車
の

中
に
放
置
し
て
外
出
す
る
な
ど

「
保
護
者
の
怠
慢
・
拒
否
〈
ネ
グ

レ
ク
ト
〉」
が
あ
り
ま
す
。

虐
待
に
気
づ
い
た
ら

「
不
自
然
な
あ
ざ
」「
身
な
り

が
常
に
不
潔
」
な
ど
、
子
ど
も
の

様
子
に
不
自
然
な
も
の
を
感
じ
た

場
合
に
は
、
児
童
相
談
機
関
や
児

童
委
員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
近
所
づ
き
合
い
も
あ
る
し
…
」

と
か
「
間
違
っ
て
い
た
ら
ど
う
し

よ
う
」
と
思
っ
て
、
躊
躇
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
そ
の
間
に
も
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
児
童
相

談
機
関
や
児
童
委
員
は
固
く
秘
密

を
守
り
ま
す
の
で
、
た
と
え
虐
待

で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
通
告
者

に
迷
惑
が
か
か
る
よ
う
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
は
自
ら
救
い
を
求
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の

勇
気
あ
る
一
報
が
子
ど
も
の
命
と

心
だ
け
で
な
く
、
親
の
人
生
を
救

う
の
で
す
。

子
ど
も
の

人
権

子
育
て
？

し
つ
け
？

虐
待
？

�
�
人
権
ト
ピ
ッ
ク
ス
④
�
�

�

ユニット型個室�

ユニット型準個室�

従来型個室�

多床室�

ユニット型個室�

ユニット型準個室�

従来型個室�

多床室�

ユニット型個室�

ユニット型準個室�

従来型個室�

多床室�

�

5.0万円�

4.0万円�

2.5万円�

1.0万円�

2.5万円�

1.5万円�

1.0万円�

0万円�

2.5万円�

1.5万円�

1.3万円�

1.0万円�

利用者負担�
第３段階�

利用者負担�
第１段階�

利用者負担�
第２段階�

食費（月額）�

2.0万円�

�

�

�

1.2万円�

�

�

�

1.0万円�

居住費（月額）�

低所得者負担限度額（目安）�

住民税世帯�
非課税者で�
年金80万円/年�
以下の方など�

住民税世帯�
非課税者�

生活保護受�
給者など�

投票区名�

第1投票区�

投票所設置場所�

宇多津町町民コミュ�
ニティー会館�

投票区の区域�

かじや町、伊勢町、水主町、栄町、�
浜町、幸町、西町東、西町中、横町�

向山、岩屋、新町、今市、浦町、�
倉の前、中村�

第2投票区�大橋コミュニティー分館�

第4投票区�中央コミュニティー分館�

北浦、大橋、新開（一部）�

第3投票区�坂下西コミュニティー分館�坂下東、坂下西、平山、新開�

第5投票区�山下・本町コミュニティー分館� 大門、田町、山下、田町北�

第6投票区�田町コミュニティー分館�田町南、長縄手、十楽寺、三菱化学団地�

第7投票区�津の郷コミュニティー分館�鍋谷、津の郷、沼の池�

第8投票区�宇多津北小学校� 宇夫階、新都市内（浜一番丁～浜九番丁）�



今
年
度
ま
で
は
、
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
申
請
は
、
毎
年
申
請

書
の
提
出
が
必
要
で
し
た
。

平
成
十
七
年
七
月
を
始
期
と
す

る
申
請
か
ら
は
、
翌
年
度
以
降
も

引
き
続
き
申
請
す
る
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
申
し
出
る
こ
と
（
継
続
申

請
）
に
よ
り
、
翌
年
度
以
降
の
申

請
書
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
し

た
。

（
平
成
十
七
年
七
月
一
日
改
正
）

〈
対
象
と
な
る
の
は
〉

全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付

猶
予
の
前
年
所
得
に
基
づ
く
申
請

が
承
認
さ
れ
た
方
で
、
翌
年
度
以

降
も
同
一
の
申
請
を
希
望
す
る
場

合
。

（
継
続
申
請
は
い
つ
で
も
取
下
げ

で
き
ま
す
。）

〈
対
象
外
は
〉

○
半
額
免
除
（
全
額
免
除
の
要
件

に
該
当
し
て
い
な
が
ら
、
半
額

免
除
を
希
望
し
て
い
る
場
合
も

あ
り
、
確
認
が
必
要
。）

○
学
生
納
付
特
例
（
学
生
で
あ
る

送
付
さ
れ
る
通
知
書
を
持
参
く

だ
さ
い
。

保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
入
学

に
関
す
る
周
知
会
を
行
い
ま
す

の
で
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。
出
席
で
き
な
い
方
、
宇
多

津
町
以
外
で
健
康
診
断
を
受
け

ら
れ
る
方
は
町
教
育
委
員
会

（
�
49
―
８
０
０
７
）
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

米
の
収
穫
が
近
づ
く
と
共
に
、

台
風
の
発
生
・
上
陸
の
多
い
時
期

を
向
か
へ
ま
す
。
昨
年
は
、
稲
刈

り
後
に
台
風
が
上
陸
し
、
収
穫
後

の
大
量
の
藁
が
田
か
ら
水
路
、
川

へ
流
さ
れ
ま
し
た
。

高
潮
と
も
重
な
り
、
ポ
ン
プ
場

で
水
位
調
整
を
行
い
ま
し
た
が
、

上
流
か
ら
流
さ
れ
て
き
た
藁
が
ポ

ン
プ
除
塵
機
に
詰
り
、
ポ
ン
プ
が

作
動
せ
ず
、
押
寄
せ
る
大
量
の
雨

水
を
一
時
処
理
で
き
な
い
と
い
う

事
態
が
生
じ
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
の
台
風

災
害
を
教
訓
に
、
二
次
災
害
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
も
収
穫
後
、

早
々
に
耕
運
し
て
下
さ
る
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
農
業
委
員
会

�
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―
８
０
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９

第
三
者
が
本
人
に
な
り
す
ま
し

て
転
入
届
、
転
出
届
等
行
う
こ
と

を
防
止
し
、
併
せ
て
住
民
基
本
台

帳
の
正
確
な
記
録
を
確
保
す
る
た

め
に
本
人
確
認
を
実
施
し
ま
す
。

背
景
は
、
第
三
者
が
本
人
に
な

り
す
ま
し
て
虚
偽
の
異
動
届
出
を

行
う
事
例
が
全
国
的
に
多
発
し
て

い
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
で
は
こ
の
よ
う
な

被
害
を
防
ぐ
た
め
、
九
月
一
日
か

ら
転
入
届
、
転
出
届
等
の
住
民
異

動
の
届
出
を
受
理
す
る
際
に
、
届

出
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
に
身
分

証
明
書
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
窓
口

で
確
認
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
異

動
者
（
同
一
世
帯
内
の
異
動
者
が

複
数
の
場
合
に
つ
い
て
世
帯
主
）

に
対
し
て
、
届
出
を
受
理
し
た
旨

を
通
知
し
ま
す
。
万
一
、
身
に
覚

え
の
な
い
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
し

た
ら
、
町
住
民
生
活
課
戸
籍
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
対
象
と
す
る
届
出

転
入
届
、
転
居
届
、
転
出
届
、

世
帯
変
更
届

▼
本
人
確
認
の
対
象
者

届
出
を
す
る
者
ま
た
は
そ
の
代

理
人

▼
窓
口
で
の
確
認
に
必
要
な
物

運
転
免
許
証
、
旅
券
（
パ
ス
ポ

ー
ト
）
な
ど
官
公
署
発
行
の
顔

写
真
付
き
の
証
明
書
等

▼
実
施
開
始
時
期

九
月
一
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

�
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―
８
０
０
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確
認
が
必
要
。）

○
失
業
・
災
害
等
に
よ
る
特
例
承

認
（
継
続
性
が
な
い
た
め
、
確

認
が
必
要
。）
な
ど
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
松
西
社
会
保
険
事
務
所

�
０
８
７
―
８
２
２
―
２
８
６
１

町
住
民
生
活
課

�
49
―
８
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０
０

▼
対
象
者

平
成
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
平

成
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
就
学
予
定
児
童

▼
日
時

・
宇
多
津
小
学
校
区

十
月
十
四
日
�

午
後
一
時
十
分
受
付

・
宇
多
津
北
小
学
校
区

十
月
二
十
一
日
�

午
後
十
二
時
五
十
分
受
付

▼
場
所

各
学
校
に
て

▼
そ
の
他

健
康
診
断
当
日
は
、
保
護
者
付

き
添
い
の
う
え
、
十
月
上
旬
に

4

平
成
十
八
年
度
か
ら
国
民

年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

が
簡
略
化
さ
れ
ま
す

平
成
十
八
年
度
小
学
校

入
学
予
定
者
の
就
学
時

健
康
診
断

農
家
の
み
な
さ
ま
へ

住
民
異
動
の
届
出
を
さ
れ

る
方
へ

九
月
一
日
か
ら
身
分
証
明

書
の
確
認
に
ご
協
力
を
！



今
年
も
敬
老
の
日
（
国
民
の
祝

日
）
に
婦
人
会
の
協
力
に
よ
り
敬

老
会
を
開
催
し
ま
す
。こ
の
日
は
、

長
い
間
社
会
に
貢
献
し
て
来
ら
れ

た
お
年
寄
り
を
敬
い
、
長
寿
と
健

康
を
み
ん
な
で
お
祝
い
し
、
感
謝

す
る
た
め
の
日
で
す
。

会
場
ま
で
の
送
迎
は
従
来
ど
お

り
行
い
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
家

族
の
方
で
送
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

九
月
十
九
日
�

午
前
八
時
三
十
分
受
付
開
始

午
前
九
時
三
十
分
開
会

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
七
十
五
歳
以
上
の

方
（
昭
和
五
年
九
月
十
五
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

�
49
―
８
０
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３

米
寿
（
八
十
八
歳
）
と
白
寿

（
九
十
九
歳
）
以
上
の
方
を
対
象

に
九
月
初
旬
に
町
長
が
自
宅
ま
た

は
施
設
に
慰
問
し
、
長
寿
を
お
祝

い
し
ま
す
。

※
対
象
建
物
を
所
有
さ
れ
た
方

で
、
調
査
日
を
指
定
さ
れ
た
い
方

は
前
も
っ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
税
務
課

�
49
―
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「
抱
っ
こ
抱
っ
こ
」

と
、
親
に
ベ
タ
ベ
タ

の
子
ど
も
も
、
二
〜

三
歳
頃
に
な
る
と
、
突
然
「
あ
っ

ち
行
っ
て
」
と
言
っ
た
り
、
親
の

手
を
振
り
切
っ
て
、
友
だ
ち
と
遊

ん
で
い
た
か
と
思
う
と
、
急
に
戻

っ
て
き
て
甘
え
た
り
し
ま
す
。
こ

の
矛
盾
に
満
ち
た
行
動
は
、
反
抗

期
の
現
れ
で
す
。
親
か
ら
は
な
れ

よ
う
と
す
る
時
、
い
つ
で
も
受
け

止
め
て
も
ら
え
る
親
の
存
在
や
愛

情
を
、
確
か
め
て
お
き
た
い
。
か

と
い
っ
て
離
れ
よ
う
と
す
る
こ
と

を
、
親
か
ら
干
渉
さ
れ
る
の
は
イ

ヤ
と
い
う
反
抗
期
の
心
情
は
、
唐

突
で
説
明
の
つ
か
な
い
行
動
に
な

り
ま
す
。

こ
ん
な
時
、
大
き
く
構
え
て
し

っ
か
り
抱
き
し
め
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
抱
き
し
め
ら
れ
て
安
心
を
感

じ
た
子
ど
も
は
、
よ
り
広
い
世
界

へ
飛
び
出
し
て
い
き
ま
す
。
育
児

の
最
大
の
課
題
は
、
親
離
れ
、
子

離
れ
で
す
。
し
っ
か
り
抱
き
し
め

て
大
き
く
見
守
る
。
離
す
た
め
に

抱
く
と
い
う
こ
と
を
、
心
に
と
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
相
談
コ
ー
ナ
ー

�
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地
域
安
全
推
進
委
員

が
平
成
六
年
か
ら
実
施

し
て
い
る
旧
町
内
の
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
調
査

を
本
年
も
行
い
ま
し
た
。

七
月
十
三
日
、
十
四
日
の
朝
一

時
間
通
勤
、
通
学
時
間
に
か
じ
や

町
交
差
点
で
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
に
比
べ
て
着
用
率

が
悪
く
な
っ
て
お
り
旧
町
内
で
も

取
締
り
啓
発
が
必
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

谷
川
町
長
、
藍
川
議
長
も
参
加

し
小
、
中
学
生
や
一
般
通
行
者
に

対
す
る
挨
拶
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

�
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新
築
・
増
築
等
家
屋
の
固
定
資

産
税
算
定
の
た
め
の
家
屋
評
価
を

始
め
ま
す
。
税
務
職
員
が
順
次
、

評
価
に
お
伺
い
し
ま
す
。
前
も
っ

て
評
価
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
が
、
連
絡
が
つ
か
な
い
場
合
は

訪
問
当
日
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

▼
対
象
物
件

平
成
十
七
年
十
二
月
末
日
ま
で

に
建
っ
た
建
物
並
び
に
未
評
価
の

建
物
（
屋
根
、
三
方
を
囲
ん
だ
外

壁
、
基
礎
が
あ
る
建
物
は
す
べ
て

対
象
に
な
り
ま
す
。）

▼
調
査
内
容

資
材
、
外
装
、
内
装
、
設
備
等

を
評
価
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

調
査
日
に
は
、
図
面
等
建
築
に

携
わ
る
資
料
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

鉄
骨
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
等
非
木
造
の
建
物
は
、
必
ず
前

述
の
ほ
か
、
見
積
書
等
（
資
材
量

が
確
認
で
き
る
も
の
）
ま
た
は
、

竣
工
図
等
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

5

敬
老
会

高
齢
者
慰
問

新
築
住
宅
等
の
家
屋
評

価
を
行
い
ま
す

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

7月13日�
平成�
17年�
�
16年�
�
15年�
�
14年�

�
74％�

�
78％�

�
69％�

�
60％�

69台�
93台�
105台�
134台�
77台�
111台�
58台�
96台�

7月14日�
�

60％�
�

85％�
�

74％�
�

56％�

77台�
128台�
82台�
97台�
76台�
103台�
72台�
125台�

7月13日�
平成�
17年�
�
16年�
�
15年�
�
14年�

�
100％�

�
100％�

�
100％�

�
95％�

20台�
20台�
11台�
11台�
8台�
9台�
18台�
19台�

7月14日�
�

100％�
�

100％�
�

100％�
�

93％�

16台�
16台�
18台�
18台�
15台�
15台�
13台�
14台�

車輌シートベルト着用率�二輪ヘルメット着用率�

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
調
査

7/13・
14



み
な
と
オ
ア
シ
ス
う
た
づ
ウ
ミ

ホ
タ
ル
（
み
な
と
オ
ア
シ
ス
仮
登

録
港
　
宇
多
津
臨
海
公
園
周
辺
）

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ネ
ー
ミ

ン
グ
募
集
の
結
果
、
全
国
か
ら
三

百
十
二
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
審
査
及
び
抽
選

の
結
果
、
宇
多
津
北
小
学
校
四
年

生
　
貴
田
克
哉
君
の「
う
〜
み
ん
」

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

「
う
〜
み
ん
」
は
、
宇
多
津
の

「
う
」、
ウ
ミ
ホ
タ
ル
や
海
の
「
う

み
」
を
意
味
し
、
宇
多
津
の
「
民
」

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
親
し
ま
れ
る
ネ
ー
ミ

ン
グ
と
し
て
決
定
い
た
し
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で
歌
う
と
魚
た
ち
が
喜
ん
で
い
る

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

夜
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の

火
を
囲
ん
で
踊
り
や
ゲ
ー
ム
を
し

た
後
、
空
ま
で
届
く
よ
う
な
花
火

を
見
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

お
友
だ
ち
と
一
緒
に
幼
稚
園
で

泊
ま
る
と
わ
く
わ
く
し
た
気
分
に

な
る
の
で
不
思
議
で
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
所
へ
見
学
に
行
っ
た
り
、

遊
ん
だ
り
し
て
楽
し
い
思
い
出
が

た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

宇
多
津
ビ
ブ
レ
前
か
ら
宇
多
津

臨
海
公
園
（
み
な
と
オ
ア
シ
ス
う

た
づ
ウ
ミ
ホ
タ
ル
仮
登
録
港
）
で

ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

協
議
会
主
催
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト

「
第
四
回
　
歩
行
者
天
国
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
暑
さ
に
負
け

ず
家
族
連
れ
や
若
者
ら
大
勢
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

沿
道
の
両
側
に
露
天
が
並
び
、

臨
海
公
園
内
に
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
開
催
。
ま
た
世
界
の
ガ
ラ

ス
館
前
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
ラ

イ
ブ
、
わ
ん
こ
う
ど
ん
早
食
い
大

会
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力

に
よ
り
無
事
に
終
了
で
き
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
の
賑
わ

い
創
出
活
動
に
、
ご
期
待
く
だ
さ

い
。「

ペ
プ
シ
カ
ッ
プ
全
日
本
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
　
四
国
大

会
」（
於
高
知
県
）
が
開
催
さ
れ
、

四
国
各
県
か
ら
、代
表
三
チ
ー
ム
、

計
十
二
チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
宇
多
津
男

子
チ
ー
ム
は
、
香
川
県
代
表
と
し

て
参
加
初
挑
戦
！
結
果
は
、
三
戦

全
勝
、
ブ
ロ
ッ
ク
一
位
と
い
う
予

想
を
超
え
る
も
の
で
し
た
。

同
三
十
一
日
、女
子
チ
ー
ム
は
、

香
川
県
代
表
と
し
て
「
吉
野
川
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
ペ
プ
シ
県
大
会
で
は
ベ
ス
ト

十
六
と
、
惜
し
く
も
四
国
大
会
は

逃
し
ま
し
た
が
、
壮
大
な
早
明
浦

ダ
ム
を
バ
ッ
ク
に
、
県
外
の
ジ
ュ

ニ
ア
チ
ー
ム
と
の
試
合
は
、
た
い

へ
ん
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

香
川
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
の

年
長
組
の
子
ど
も
た
ち
は
宿
泊
保

育
を
し
ま
し
た
。

町
産
業
資
料
館
で
塩
作
り
の
道

具
を
見
た
後
、
塩
の
作
り
方
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
香
川
短
大

の
作
法
室
で
お
姉
さ
ん
に
お
手
前

を
教
わ
り
な
が
ら
お
茶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
和
菓
子
も
抹
茶
も
お

い
し
か
っ
た
で
す
。

午
後
か
ら
は
沙
弥
島
の
海
辺
で

大
き
い
山
を
作
っ
た
り
、
貝
殻
を

拾
っ
た
り
し
ま
し
た
。
み
ん
な
一

緒
に
「
う
み
」
の
歌
を
大
き
い
声

6

宿
泊
保
育

7/15

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

名
称
決
定
「
う
〜
み
ん
」

歩
天
・
う
た
づ

「
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
」

六
万
人
で
賑
わ
う

7/24

宇
多
津
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

快
　
挙
！

・
16
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う～みんです。�
よろしくネ。�



時
同
じ
く
、
香
川
県
を
飛
び
出

し
他
県
の
強
豪
チ
ー
ム
と
の
試
合

を
経
験
し
た
選
手
た
ち
。
試
合
を

通
じ
て
、
技
術
の
み
な
ら
ず
多
く

の
こ
と
を
学
ん
だ
こ
と
で
し
ょ

う
。こ
の
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
、

男
子
十
二
名
、女
子
二
十
五
名
は
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
よ
り
強
く
し
、

目
標
に
向
け
て
練
習
を
重
ね
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宇
多
津
小
学
校
内
学
習
セ
ン
タ

ー
で
、
経
済
産
業
省
起
業
家
教
育

促
進
事
業
の
教
員
研
修
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
二
日
間
で
の
べ
八
十

六
名
の
町
内
の
小
学
校
の
先
生
方

り
ご
っ
こ
�
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

お
店
屋
さ
ん
は
、
廃
材
で
作
っ

た
と
う
も
ろ
こ
し
、
綿
菓
子
、
車

屋
さ
ん
、
本
物
の
か
き
氷
、
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
屋
さ
ん
も
登
場
し
ま
し

た
。ま

た
、
水
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
や
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
も
用
意
さ
れ
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ご
っ
こ
遊
び
を
終
え
た
子
ど
も

た
ち
か
ら
、「
み
ど
り
組
さ
ん
だ

け
の
お
祭
り
ご
っ
こ
だ
っ
た
け
れ

ど
、
今
度
、
小
さ
い
組
さ
ん
も
呼

ん
で
あ
げ
よ
う
な
」
と
い
う
声
も

あ
が
っ
た
そ
う
で
す
。
自
分
た
ち

が
十
分
楽
し
ん
だ
こ
と
で
、
年
少

組
さ
ん
に
も
楽
し
ん
で
欲
し
い
と

い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
よ
う
で
す

ね
。
秋
の
お
祭
り
ご
っ
こ
が
楽
し

み
で
す
。

町
子
連
主
催
の
キ
ャ
ン
プ
大
会

が
、
豊
浜
町
一
の
宮
キ
ャ
ン
プ
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

宇
多
津
小
学
校
と
宇
多
津
北
小

学
校
（
五
・
六
年
生
）
総
勢
二
十

二
名
の
元
気
な
子
ど
も
た
ち
は
、

テ
ン
ト
張
り
、
海
水
浴
、
飯
盒
炊

飯
な
ど
、
日
頃
、
学
校
や
家
庭
で

は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
様
々
な

事
柄
を
育
成
指
導
者
の
協
力
の
も

と
野
外
宿
泊
体
験
活
動
と
し
て
自

然
と
一
体
と
な
り
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
昼
過
ぎ
よ
り
小
雨

と
雷
が
鳴
る
天
気
と
な
り
、
予
定

を
繰
り
上
げ
て
夕
方
か
ら
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
な
し
で
初
の
試
み
と
し
て
真

っ
暗
の
中
で
行
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
忘
れ
ら
れ

な
い
夏
の
思
い
出
と
な
っ
た
で
し

ょ
う
。

郡
総
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

男
子
団
体
の
部
　
優
勝

女
子
団
体
の
部
　
優
勝

男
子
個
人
の
部
　
優
勝

小
山
　
貴
広
・
坂
口
　
光
彦

男
子
個
人
の
部
　
準
優
勝

瀬
尾
　
有
輝
・
礒
野
　
裕
司

女
子
個
人
の
部
　
優
勝

河
野
　
千
鶴
・
梶
野
　
愛
美

郡
総
体
柔
道
競
技

男
子
団
体
の
部
　
準
優
勝

男
子
五
十
五
㎏
級

優
勝
　
　
　
花
房
　
良
祐

男
子
九
十
㎏
級
　

準
優
勝
　
　
篠
原
　
悠
佑

郡
総
体
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

男
子
の
部
　
優
勝

女
子
の
部
　
優
勝

が
、
株
式
会
社
エ
・
ム
・
ズ
よ
り

派
遣
さ
れ
た
二
名
の
講
師
の
指
導

の
も
と
、
熱
心
に
研
修
を
受
講
し

ま
し
た
。

研
修
内
容
は
、
子
ど
も
た
ち
に

自
分
自
身
の
「
夢
を
描
く
力
」

「
夢
を
信
じ
る
力
」「
夢
を
伝
え
る

力
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
と

す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
―
ド
リ
ー

ム
マ
ッ
プ
―
に
つ
い
て
研
修
し
ま

し
た
。
二
日
間
で
十
二
時
間
と
い

う
長
時
間
の
研
修
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
先
生
方
自
身
の
ド
リ
ー
ム
マ

ッ
プ
作
り
に
熱
心
に
取
り
組
む
姿

が
終
始
見
ら
れ
ま
し
た
。
十
一
月

に
は
、
宇
多
津
小
学
校
・
宇
多
津

北
小
学
校
両
校
に
お
い
て
、
六
年

生
対
象
に
ド
リ
ー
ム
マ
ッ
プ
の
授

業
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
夏
は
水
不
足
と
い
う
非

常
事
態
の
中
で
、
プ
ー
ル
遊
び
、

水
遊
び
等
が
十
分
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
年
長
組
さ
ん
で
は
、
毎
日

廃
材
等
で
の
見
立
て
遊
び
が
進
む

中
、
実
習
生
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉

さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が

ら
、
夏
な
ら
で
は
の
遊
び
�
夏
祭

7

夏
、
ま
っ
只
中

た
だ
な
か

�

8/5

中
学
校
の
七
月
の
活
動

小
学
校
先
生
ガ
ン
バ
ル
！

8/3・
4

子
ど
も
会
キ
ャ
ン
プ
大
会

8/6・
7



わ
か
く
さ
北
保
育
園
の
五
歳
児

二
十
一
名
が
老
人
ホ
ー
ム
を
訪
問

し
ま
し
た
。

折
り
紙
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
持
っ

て
、
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
し
な

が
ら
到
着
す
る
と
、
た
く
さ
ん
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
広
間
で
出
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
は
じ
め
は
ち
ょ
っ
と
恥
ず

か
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
�
た
こ
や

き
マ
ン
ト
マ
ン
�
の
オ
ペ
レ
ッ
タ

を
披
露
し
終
わ
っ
た
頃
に
は
、
す

っ
か
り
う
ち
と
け
て
握
手
を
し
た

り
、
頭
を
な
で
て
も
ら
っ
た
り
、

お
話
を
し
た
り
…
。

帰
り
際
に
は
全
員
が
玄
関
ま
で

見
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時

二
本
の
杖
を
持
っ
て
い
る
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
あ
る
男
の
子
が
、「
一

本
持
っ
て
あ
げ
る
よ
」
と
言
い
、

手
を
つ
な
い
で
歩
い
た
そ
う
で

す
。
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
久

し
ぶ
り
に
小
さ
な
手
を
握
り
「
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
バ
ス
が
見
え

な
く
な
る
ま
で
、
ず
っ
と
手
を
振

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

核
家
族
が
多
い
中
、
ど
う
い
う

を
越
え
る
児
童
が
登
校
し
、
図
書

館
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

二
学
期
に
も
一
学
期
に
引
き
続

き
朝
の
読
書
や
２
３
が
６
０
運
動

も
実
施
し
て
、
本
に
親
し
む
子
ど

も
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

夏
休
み
だ
と
い
う
の
に
教
室
や

特
別
教
室
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

元
気
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

「
先
生
　
終
わ
り
ま
し
た
」

「
も
う
終
わ
っ
た
の
！
早
い
ね
ぇ

す
ご
い
」

と
言
わ
れ
、
満
面
の
笑
み
を
浮
か

べ
る
子
。

「
先
生
　
こ
こ
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
分
か
り
ま
せ
ん
」

「
こ
こ
は
ね
、
…
」

「
先
生
　
分
か
っ
た
　
も
う
で
き

る
か
ら
」

と
言
う
や
否
や
立
ち
上
が
っ
て
自

分
の
席
に
急
い
で
も
ど
る
子
。

音
楽
室
か
ら
は
、
暑
さ
を
も
の

と
も
し
な
い
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
力

強
い
響
き
。

こ
の
曲
は
確
か
、「
ル
パ
ン
３

世
」
の
テ
ー
マ
！
軽
快
な
リ
ズ
ム

に
元
気
が
出
ま
す
。

お
と
ぎ
の
国
か
ら
は
、

「
先
生
　
こ
こ
の
折
り
方
は
こ
れ

で
い
い
ん
で
す
か
」

「
で
き
た
　
カ
メ
ラ
や
」

と
い
う
声
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
水
尾
さ
ん
と

今
田
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
に
折
り

紙
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。

運
動
場
を
見
る
と
、
汗
を
び
っ

し
ょ
り
と
か
い
て
走
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
の
姿
に
感
動
。

「
ヨ
ー
イ
　
ド
ン
」

ダ
ッ
　
ダ
ッ
　
ダ
ッ
　
ダ
ッ
　

「
え
ら
ぁ
　
あ
つ
う
」

こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
を

見
て
い
る
と
、
き
っ
と
家
庭
で
も

宇
多
津
小
学
校
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

あ
る
『
や
る
気
　
自
信
　
心
や
さ

し
い
宇
多
津
っ
子
』
の
も
と
、
夏

休
み
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

（
本
原
稿
は
夏
休
み
中
に
作
成
）

風
に
接
し
て
い
い
か
戸
惑
っ
て
い

た
子
も
、
み
ん
な
優
し
い
気
持
ち

で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
と
っ
て

も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

北
小
学
校
で
は
夏
休
み
中
に
十

日
間
、
午
前
中
の
二
時
間
を
使
っ

て
図
書
館
を
開
放
し
ま
し
た
。

本
の
貸
し
出
し
だ
け
で
な
く
、

夏
休
み
の
宿
題「
テ
ー
マ
ワ
ー
ク
」

の
調
べ
学
習
を
黙
々
と
す
る
児
童

の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

保
護
者
と
一
緒
に
登
校
し
た
児
童

の
中
に
は
、
紙
芝
居
を
読
ん
で
も

ら
っ
た
り
、
一
緒
に
本
を
選
ん
だ

り
す
る
児
童
も
い
ま
し
た
。

多
い
日
に
は
、
一
日
で
三
十
人

8

初
め
て
の
老
人
ホ
ー
ム
訪
問

わ
か
く
さ
北
保
育
園

夏
休
み
の
図
書
館
開
放

夏
休
み
中
も
元
気
な
声
が
！



9

教
育
熱
心
で
も
子
育
て
に
失
敗
す
る

「
な
ん
で
も
っ
と
誰
そ
れ
の
よ
う
に
な
れ
な
い
の
？
」

こ
れ
は
『
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
』
を
書
い
た

ダ
ン
カ
ー
リ
ー
の
文
章
で
あ
る
。

ピ
ー
タ
ー
パ
ン
（
子
ど
も
）
が
心
理
的
に
い
つ
ま
で
た

っ
て
も
大
人
に
な
れ
な
い
場
合
、
親
は
非
常
に
熱
心
だ
け

れ
ど
も
、
実
は
教
育
熱
心
の
根
源
に
あ
る
「
動
機
」
に
問

題
が
あ
る
。

「
あ
な
た
さ
え
幸
せ
な
ら
ば
私
は
ど
う
な
っ
た
っ
て
い

い
の
」
と
よ
く
母
親
は
言
う
。
こ
れ
は
子
ど
も
に
と
っ
て

は
非
常
に
き
つ
い
言
葉
で
あ
る
。
教
育
熱
心
の
動
機
に
こ

う
い
う
も
の
が
あ
る
限
り
、
子
ど
も
は
そ
の
動
機
に
反
応

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

自
己
陶
酔
の
情
熱
は
、
悲
劇
を
も
た
ら
す

先
ほ
ど
例
に
出
し
た
高
速
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
少
年
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
テ
レ
ビ
で
「
大
事
に
育
て
よ
う
と
一
途
に
心

が
け
て
き
た
」
と
言
っ
て
い
た
。
こ
の
言
葉
は
嘘
じ
ゃ
な

い
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
確
か
に
大
事
に
育
て
よ
う
と
一
途

に
心
が
け
た
け
れ
ど
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
動
機
が
何
か

あ
大
き
な
セ
ミ
」。
こ
れ
は
、
子
ど
も
は
や
っ
た
こ
と
を
認

め
ら
れ
た
の
で
う
れ
し
い
わ
け
で
、
そ
の
後
「
手
を
洗
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
言
え
ば
子
ど
も
は
手
を
洗
い
に
行
く
。

﹇
零
点
の
テ
ス
ト
を
持
っ
て
き
た
子
ど
も
を
ど
う
褒
め
る
か
﹈

子
ど
も
の
心
を
考
え
た
ら
、
零
点
の
答
案
を
持
っ
て
く

る
な
ん
て
嫌
な
こ
と
で
あ
る
。
零
点
の
成
績
表
を
持
っ
て

き
た
時
に
は
、
第
一
声
は
「
よ
く
持
っ
て
き
た
わ
ね
」
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
れ
で
子
ど
も
は
気
持
ち
を

汲
み
取
ら
れ
る
。「
隠
さ
な
い
で
よ
く
持
っ
て
き
た
わ
ね
」

と
。
次
に
自
分
の
気
持
ち
を
「
今
度
か
ら
頑
張
ろ
う
ね
」

と
言
う
と
い
う
こ
と
で
い
い
と
思
う
。
隠
さ
な
い
こ
と
は

い
い
こ
と
だ
と
い
う
教
育
も
で
き
て
し
ま
う
。

最
近
、
親
が
、
と
く
に
お
母
さ
ん
だ
が
、
子
ど
も
の
心

を
考
え
な
い
。
先
生
が
「
子
ど
も
の
話
を
聞
き
な
さ
い
と

言
う
か
ら
、
子
ど
も
が
帰
っ
て
き
た
と
き
に
座
ら
せ
て
、

今
日
何
が
あ
っ
た
の
と
聞
い
た
」
と
言
う
。
子
ど
も
の
話

を
聞
く
と
言
う
こ
と
は
、
子
ど
も
の
話
し
や
す
い
環
境
を

作
り
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
子

「
今
日
な
に
か
あ
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
「
何
か
あ
っ
た

の
」
と
聞
く
。「
う
う
ん
、
何
も
な
い
よ
」「
あ
、
そ
う
」

と
言
っ
て
ア
イ
ロ
ン
が
け
で
も
何
で
も
し
て
、
子
ど
も
の

座
っ
て
い
る
所
に
カ
ス
テ
ラ
で
も
置
い
て
い
け
ば
い
い
。

そ
う
す
る
と
、
子
ど
も
は
ぼ
そ
ぼ
そ
と
「
今
日
ね
…
」
と

話
を
す
る
。
こ
れ
が
子
ど
も
の
話
を
聞
く
と
い
う
こ
と
、

子
ど
も
の
気
持
ち
を
汲
み
取
る
と
い
う
こ
と
。

子
ど
も
の
気
持
ち
を
汲
み
取
っ
て
や
っ
て
、
そ
の
次
に

言
う
こ
と
を
言
っ
て
、
そ
し
て
フ
ォ
ロ
ー
し
て
あ
げ
る
と

い
う
と
こ
ろ
で
子
育
て
が
で
き
る
と
思
う
。

こ
れ
で
私
の
話
は
終
わ
り
ま
す
。

�
青
少
年
育
成
国
民
会
議
（
内
閣
府
委
嘱
）

発
行
／
青
少
年
二
〇
〇
四
年
六
月
号
よ
り
抜
粋

講
師
／
加
藤
　
諦
三
　
早
稲
田
大
学
教
授

専
門
は
精
神
衛
生
学
及
び
心
理
学

と
言
う
と
自
己
陶
酔
だ
っ
た
。
教
育
熱
心
な
家
庭
が
教
育

に
失
敗
す
る
。
自
己
陶
酔
し
て
い
る
か
ら
子
ど
も
を
見
て

い
な
い
。

「
私
は
子
ど
も
を
信
じ
て
い
ま
す
」
と
い
う
の
も
、
子

ど
も
を
見
な
い
で
「
私
は
こ
ん
な
に
子
ど
も
を
信
じ
て
立

派
な
親
で
す
」
と
自
己
陶
酔
し
て
い
る
。
子
ど
も
が
な
に

か
問
題
を
起
こ
す
と
「
お
母
さ
ん
辛
い
」
と
言
う
。
一
番

酷
い
お
母
さ
ん
は
「
お
母
さ
ん
怖
い
」
と
言
う
。

﹇
最
高
の
親
と
最
低
の
親
の
行
動
は
同
じ
﹈

要
す
る
に
、
行
動
だ
け
見
る
と
最
高
の
父
親
と
最
低
の

父
親
は
同
じ
行
動
を
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
父
親
の
動
機
・

心
を
見
な
い
限
り
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
子
ど
も
に
問

題
が
出
る
。
そ
う
す
る
と
「
社
会
が
悪
い
」「
あ
の
お
父

さ
ん
か
わ
い
そ
う
」
と
な
る
。

例
え
ば
「
私
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
買
っ
て
も
ら
っ
た

け
れ
ど
も
、
欲
し
い
も
の
は
一
つ
も
買
っ
て
も
ら
わ
な
か

っ
た
」
と
無
気
力
に
な
っ
た
大
学
生
は
言
っ
た
。
本
当
に

欲
し
か
っ
た
の
は
親
の
関
心
。
し
か
し
、
親
の
側
は
「
あ

ん
な
に
買
っ
て
あ
げ
た
の
に
」
と
言
う
。

子
ど
も
の
心
を
汲
み
取
る
親
と
汲
み
取
れ
な
い
親

﹇
積
極
的
関
心
の
あ
る
親
と
は
？
﹈

非
言
語
的
・
感
受
性
だ
。
つ
ま
り
子
ど
も
の
声
の
調
子

と
か
表
情
と
か
動
作
と
か
で
機
嫌
が
悪
そ
う
だ
な
と
か
機

嫌
が
良
さ
そ
う
だ
と
か
、
ど
の
く
ら
い
感
じ
取
れ
る
か
と

い
う
こ
と
だ
。
と
こ
ろ
が
、
病
気
に
な
っ
た
と
子
ど
も
の

側
が
言
っ
て
く
る
ま
で
は
病
気
だ
と
は
気
づ
か
な
い
。
そ

れ
は
「
積
極
的
に
関
心
」
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。

子
ど
も
が
自
殺
し
て
思
い
当
た
る
こ
と
が
ま
っ
た
く
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
積
極
的
感
受
性
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
で
あ
る
。

「
明
る
い
良
い
子
が
な
ぜ
？
」
と
い
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。

﹇
接
線
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
﹈

例
え
ば
、
セ
ミ
を
採
っ
て
き
た
。
そ
う
す
る
と
親
が

「
ま
あ
汚
い
手
を
洗
っ
て
き
な
さ
い
」
こ
れ
で
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
な
い
。「
ど
れ
ど
れ
見
せ
て
、
ま

心
豊
な
子
ど
も
に
育
て
る
心
理
学
�
⑥

な
ぜ
、あ

る
人
は
子
育
て
に
成
功
し
、

あ
る
人
は
失
敗
す
る
の
か
？

親
の
側
の
動
機
の
問
題
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今
年
の
夏
の
暑
さ
は
格
別
で
す

ね
。
夏
バ
テ
な
ん
か
し
て
い
ま
せ

ん
か
？
渇
水
も
十
一
年
前
よ
り
も

深
刻
な
様
子
で
す
。

七
月
二
十
四
日
の
歩
天
う
た
づ

に
は
婦
人
会
も
出
店
し
、
焼
そ

ば
・
ア
イ
ス
を
売
り
ま
し
た
。
協

力
し
て
頂
い
た
支
部
長
の
方
、
お

買
物
し
て
頂
い
た
み
な
さ
ま
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寿
楽
荘
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
う
ど
ん
・
お
で
ん
の
お
手

伝
い
を
し
ま
し
た
。
入
居
者
・
ご

家
族
・
地
域
の
方
々
の
楽
し
そ
う

な
顔
も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
月
は
敬
老
会
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
支
部
長
さ
ん
た
ち
み
ん

な
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
頑

張
り
ま
す
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い

て
く
だ
さ
い
ね
。

▼
日
時

九
月
二
十
五
日
�

午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分

▼
場
所

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ
遊
戯
室

▼
対
象

小
学
生

（
幼
児
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

▼
受
付

九
月
一
日
�
〜

▼
指
導

サ
イ
エ
ン
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

丹
下
　
義
弘
先
生

▼
内
容

「
ス
ラ
イ
ム
」
を
ど
う
し
た
ら

つ
く
れ
る
か
実
験
を
し
な
が
ら
い

海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
繁
郎
　
選

エ
ン
ジ
ン
の
音
だ
け
聞
こ
え
る
闇
の
海
　
　
　
　
　
　
　
美
　
風

青
い
海
に
生
き
た
印
を
残
し
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
し

赤
銅
色
は
海
の
男
の
勲
章
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
　
海

遠
足
で
海
を
初
め
て
見
た
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
　
子

海
開
き
海
の
つ
ぶ
や
き
ご
も
っ
と
も
　
　
　
　
　
　
　
　
み
よ
こ

夏
の
海
ビ
キ
ニ
姿
で
釣
っ
た
夫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
　
吉

軸
　
ハ
ン
グ
ル
文
字
の
ボ
ト
ル
が
流
れ
着
い
た
海
　
　
　
　
　
繁
　
郎

赤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
河
　
と
し
　
選

も
一
人
の
コ
ピ
ー
赤
ち
ゃ
ん
寝
て
い
ま
す
　
　
　
　
　
　
み
よ
こ

指
定
席
誰
が
決
め
た
か
赤
提
灯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
　
海

赤
い
傘
く
る
く
る
回
し
里
帰
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
風

旧
ソ
連
以
外
で
赤
旗
振
っ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繁
　
郎

別
れ
れ
ば
赤
の
他
人
と
う
そ
ぶ
い
た
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
　
吉

赤
に
あ
こ
が
れ
又
着
て
い
ま
す
古
希
過
ぎ
て
　
　
　
　
　
綾
　
子

軸
　
段
畑
に
残
し
た
苺
も
赤
く
熟
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
し

自
由
吟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
月
十
三
日
）

「
職
場
の
教
養
」
読
ん
で
自
分
と
対
話
す
る
　
　
　
藤
田
み
よ
こ

ハ
ン
カ
チ
を
そ
っ
と
差
し
出
す
嫁
が
い
る
　
　
　
　
三
河
　
と
し

な
に
を
か
く
そ
う
自
由
の
女
神
は
大
女
　
　
　
　
　
山
下
　
繁
郎

西
瓜
ポ
ン
ポ
ン
叩
い
て
は
行
き
す
ぎ
る
　
　
　
　
　
山
下
　
綾
子

黒
白
を
つ
け
て
友
人
ひ
と
り
減
り
　
　
　
　
　
　
　
三
好
　
清
海

七
夕
の
菓
子
七
色
の
皿
に
盛
り
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
美
風

沙
弥
の
海
を
借
景
に
し
た
美
術
館
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
磯
吉

今
月
の
一
句

西
瓜
ポ
ン
ポ
ン
叩
い
て
は
行
き
す
ぎ
る
　
　
　
　
　
山
下
　
綾
子

八
百
屋
さ
ん
の
店
先
風
景
、
店
主
の
頭
を
叩
い
て
る
よ
う
で
お
か
し

い
。
桃
な
ど
、
無
性
に
さ
わ
っ
て
見
た
く
な
る
。

さ
わ
る
と
痛
む
の
で
タ
ブ
ー
な
ん
だ
が
。

繁
郎
　
評

ろ
い
ろ
な
ス
ラ
イ
ム
を
作
り
、
ゴ

ム
ま
り
の
よ
う
に
遊
ん
だ
り
し
て

楽
し
み
ま
す
。

▼
持
っ
て
く
る
物

発
泡
ト
レ
ー
（
ス
ー
パ
ー
な
ど

で
使
わ
れ
て
い
る
白
い
皿
）
三

枚
、
タ
オ
ル
（
手
ふ
き
用
）

お
礼
の
こ
と
ば

六
月
に
「
町
た
ん
け
ん
」
で
見

学
に
来
た
北
小
学
校
の
二
年
生
か

ら
お
礼
の
手
紙
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
絵
本
の
読
み
き
か
せ

九
月
十
一
日
�

午
後
一
時
三
十
分
〜

●
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

九
月
三
十
日
�

午
後
四
時
〜

▼
問
い
合
わ
せ
先

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ

�
49
―
４
０
０
５

丹
下
先
生
の
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

「
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う

ス
ラ
イ
ム
い
ろ
い
ろ
」

参
加
者
募
集
（
先
着
三
十
名
）

月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

９



▼
開
催
日
時

九
月
十
三
日
�
〜

午
前
九
時
三
十
分
〜

▼
場
所

町
役
場
四
階
　
町
議
会

本
会
議
場

▼
一
般
質
問

九
月
十
五
日
�

午
前
九
時
三
十
分
〜

一
般
質
問
は
当
日
、
議
会
事
務

局
で
受
付
後
、
傍
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
議
会
事
務
局

�
49
―
８
０
１
４

▼
価
格

県
民
ノ
ー
ト
　
　
五
〇
〇
円

県
民
手
帳
　
　
　
四
〇
〇
円

▼
申
込
期
限

九
月
十
二
日
�

▼
申
込
先

町
総
務
課

�
49
―
８
０
１
３

く
掲
載
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

十
月
三
十
日
�

午
前
九
時
〜
正
午
過
ぎ

▼
場
所

宇
多
津
町
二
六
二
八
番

地
六
〇
八
地
先

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
総
務
課

�
49
―
８
０
１
３

題
や
課
題
が
社
会
に
多
く
存
在
し

て
い
ま
す
。
知
識
が
十
分
で
な
い

こ
と
に
よ
る
偏
見
や
差
別
、
個
人

情
報
の
流
出
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
侵
害
な
ど
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め

ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
か
が
わ
の
交
通
安
全
�
守
ろ
う

ル
ー
ル
　
示
そ
う
マ
ナ
ー
�
」

▼
期
間

九
月
二
十
一
日
�
〜
三
十
日
�

▼
運
動
の
基
本

「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

▼
運
動
重
点

一
、
夕
暮
れ
時
の
歩
行
中
と
自

転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止
二
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

三
、
飲
酒
運
転
等
悪
質
・
危
険

な
運
転
の
追
放

を
重
点
に
「
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

▼
内
容

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
と
喀
痰
検
査

▼
対
象
者

今
年
度
か
ら
結
核
予
防
法
の
改

正
に
よ
り
、
四
十
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
、
肺
が
ん
検
診
・
結

核
検
診
を
行
い
ま
す
。

勤
務
先
、
病
院
等
で
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
た
方
、
ま

た
は
、
平
成
十
八
年
三
月
末
ま

で
に
受
け
る
予
定
の
方
は
、
受

診
票
に
未
受
診
理
由
を
記
入
の

上
提
出
す
る
か
、
若
し
く
は
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
対
象
者

へ
送
付
さ
れ
る
「
肺
が
ん
・
結

核
検
診
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
料
金

無
料
（
た
だ
し
、
喀
痰
希
望
者

は
六
〇
〇
円
・
七
十
歳
以
上
無

料
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー

�
49
―
８
０
０
８

地
域
の
防
災
意
識
の
高
揚
と
地

震
等
災
害
対
策
の
推
進
を
目
的
と

し
て
、「
総
合
防
災
訓
練
」
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

現
在
、
九
月
に
開
催
予
定
の
町

内
関
係
機
関
及
び
団
体
へ
の
打
合

せ
会
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

広
報
誌
十
月
号
で
は
、
よ
り
詳
し

ら
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
目
的
に

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

本
年
に
お
き
ま
し
て
も
、
幼
・

小
・
中
の
児
童
、
生
徒
の
力
作
を

出
展
い
た
し
ま
す
。

※
人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

児
童
・
生
徒
の
人
権
に
関
す
る

作
品
を
、
九
月
十
六
日
〜
三
十
日

ま
で
の
間
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
２

Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
展
示
い
た
し

ま
す
。

こ
れ
は
、
人
権
教
育
の
観
点
か

12

資
源
ゴ
ミ
収
集
日

�
浜
一
、
二
、
三
、
四
番
丁
（
臨
海
公
園
西
側
）
９
／
14
・
30

�
浜
五
番
丁
（
一
号
児
童
公
園
）
９
／
12
・
28

�
浜
六
番
丁
（
二
号
児
童
公
園
）
９
／
13
・
29

�
浜
七
、
八
、
九
番
丁
（
中
央
公
園
東
側
入
口
）
９
／
９
・
27

�
町
内
全
域
（
町
役
場
駐
車
場
）
毎
週
土
曜
日
　
※
各
場
所
で
午
前
八
時
〜
正
午
で
収
集
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
第
三
回
定
例
会

二
〇
〇
五
年
度
町
人
権
作
品
展
開
催

二
〇
〇
六
年
版
県
民
ノ
ー

ト
・
手
帳
の
予
約
受
付

肺
が
ん
・
結
核
検
診

（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
・

喀
痰
検
査
）
ご
案
内

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「
総
合
防
災
訓
練
」
開
催

J
R
瀬
戸
大
橋
線
�

J
R
瀬
戸
大
橋
線
�

大
　
束
　
川
�

公園
�



パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
療
養
中
の

患
者
及
び
そ
の
ご
家
族
を
対
象
に

学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
一
緒

に
学
習
し
、
交
流
を
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
日
時

九
月
九
日
�

午
後
二
時
〜
四
時

▼
対
象
者

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
及
び
そ

の
家
族
等

▼
場
所

県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所

３
階
　
研
修
室

▼
内
容

講
演
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
の

つ
き
あ
い
方
」

▼
講
師

岡
山
旭
東
病
院

神
経
内
科
医
長柏

原
　
健
一
先
生

▼
参
加
費

無
料

▼
申
込
み

九
月
七
日
ま
で
に
電
話
等
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所

や
む
を
得
ず
飼
え
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所

衛
生
課
（
�
24
―
９
９
６
４
）
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
子
犬
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
望
ま

な
い
場
合
は
、
不
妊
・
去
勢
手

術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

野
犬
に
エ
サ
を
与
え
な
い
で
！

・
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
安
易
に

エ
サ
を
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ご
近
所
の
方
は
フ
ン
害
に
悩
ま

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
も
大
変
怖

い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。
無
責

任
な
エ
サ
や
り
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

�
49
―
８
０
０
０

▼
日
時

開
会
式
／
十
月
八
日
�

午
後
四
時
〜

試
合
開
始
／
十
月
九
日
�

午
前
八
時
三
十
分
〜

▼
場
所

町
民
体
育
館

保
健
対
策
第
二
課
　
難
病
担
当

�
24
―
９
９
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
24
―
８
３
４
１

一
部
の
心
な
い
飼
い
主
の
た
め

に
、
犬
の
放
し
飼
い
や
フ
ン
の
処

理
に
つ
い
て
の
苦
情
が
よ
く
き
か

れ
ま
す
。
ペ
ッ
ト
は
家
族
の
一
員

で
す
。
犬
の
習
性
を
十
分
理
解
し

て
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

犬
の
放
し
飼
い
は

や
め
ま
し
ょ
う
！

・
犬
は
つ
な
ぐ
か
、
柵
内
で
飼
い

ま
し
ょ
う
。

・
散
歩
の
時
は
事
故
防
止
の
た
め

に
も
引
き
綱
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

フ
ン
は
必
ず

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
！

・
公
園
、
道
路
上
な
ど
様
々
な
場

所
で
犬
の
フ
ン
が
放
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
公
園
な
ど
の
公
共
施

設
は
、
多
く
の
人
が
利
用
し
ま

す
。
散
歩
中
の
フ
ン
は
必
ず
後

始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

捨
て
犬
は
絶
対
に
や
め
よ
う
！

動
物
を
遺
棄
す
る
こ
と
は
、
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

13

九
月
二
十
日
〜
二
十
六
日

動
物
愛
護
週
間

今
年
も
第
十
二
回
大
松
杯
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
、

み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
！

平
成
十
七
年
度
（
九
月
）

肺
が
ん
・
結
核
検
診
日
程
表

8日��

9日��

12日��

13日��

9:30～11:45�

13:30～14:30�

9:30～11:45�

13:30～14:30�

9:30～11:45�

13:30～16:00�

9:30～11:45�

13:30～16:00�

17:00～19:00

鍋谷コミュニティ分館�

津の郷コミュニティ分館�

新町町営住宅横�

坂下東コミュニティ分館�

�

�

�

町保健センター（町役場東）�

町保健センター（町役場東）�

14日��

16日��

22日��

15日��

9:30～10:30�

10:45～11:45�

13:30～14:30�

9:30～11:45�

13:30～14:30�

9:30～11:45�

13:30～16:00�

17:00～19:00

北浦コミュニティ分館�

大橋コミュニティ分館�

平山墓地横�

やすらぎプラザ（田町北）�

サポートセンター（宇多津駅横）�

宇夫階神社境内�

町保健センター（町役場東）�

補充日です。各地区で受けられなかった方は受けましょう。�

出場チーム紹介�

　県名� チーム名� 　県名� チーム名�紹　　介� 紹　　介�
はぎちんとう�

や　くも�

ふくよねにしどうこうかい�

か　　い　　た�

おお　　　の�

く　め�

ぐ　どう�

そ　ごうたいきょう�

人口六万人足らずの小さな町の元気なママさんバレー
ボールチームです。このチャンスを大事に一生懸命が
んばります。�

この大会ではチームの気持ちを一つに全員バレーを心
がけ試合に臨みたいと思います。�

チームのモットは拾ってつなぐ「楽しいバレー」。選
手全員の人生の思い出になるよう、全力を尽くして頑
張ります。�

あふれんばかりの闘志と思いやりのいっぱい詰まった
メンバーです。�

精一杯楽しんでゲームに臨みたいと思います。�

いざという時は思いもよらない力を発揮するチームです。�

チームのモットは拾ってつなぐ全員バレーです。年齢
層が幅広いですがチームワークが自慢のチームです。�

個性豊かなメンバーですが、一つの目標に向かって燃
える時のチームワークは抜群です。心に刻むことがで
きるプレー・戦いを目指します。�

山　口　県�萩椿東クラブ�

鳥　取　県�福米西同好会�

広　島　県�ＫＡＩＴＡ�

岡　山　県�大　野�

島　根　県�八雲クラブ�

徳　島　県�ＡＩクラブ�

愛　媛　県�久米クラブ�

負けん気はピカイチ☆速攻をとりまぜた５枚のアタッ
カーの多彩な攻撃を見て下さい。�香　川　県�十河体協�

今年はおめでた続出で試合に出場できない事が多かっ
たのですが、新メンバーも加わり優勝めざしてがんば
ります。�

宇多津町�宇多津体協�

高　知　県�具同クラブ�

あ　い�

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
・

家
族
の
集
い
」
の
お
知
ら
せ



こ
の
調
査
は
、
将
来
の
交
通
対

策
や
交
通
計
画
な
ど
を
た
て
る
た

め
、
生
活
の
中
で
自
動
車
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
概
ね

五
年
ご
と
に
調
査
す
る
も
の
で
す
。

調
査
員
が
、お
宅
に
お
伺
い
し
、

調
査
内
容
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
調
査
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
調
査
期
日

九
月
〜
十
一
月
の

間
で
決
め
ら
れ
た
一
日

▼
調
査
対
象

県
内
に
車
を
所
有
し
て
い
る
人

の
中
か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ
た

方
▼
問
い
合
わ
せ
先

県
土
木
部
道
路
建
設
課

�
０
８
７
―
８
３
２
―
３
５
２
４

お
客
様
か
ら
の
登
記
に
関
す
る

相
談
に
、
よ
り
迅
速
・
細
や
か
に

対
応
す
る
た
め
、
高
松
法
務
局
本

局
登
記
部
門
に
「
登
記
相
談
室
」

を
設
置
し
、
従
来
の
窓
口
で
の
相

談
に
加
え
て
、
登
記
相
談
専
用
の

電
話
を
設
置
し
ま
し
た
。

相
談
内
容
は
、
不
動
産
（
土

地
・
建
物
）
に
関
す
る
登
記
、
地

図
・
土
地
境
界
に
関
す
る
こ
と
、

会
社
・
法
人
に
関
す
る
登
記
、
そ

の
他
登
記
に
関
す
る
こ
と
一
切
に

つ
い
て
で
す
。
専
門
の
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
は
月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）
の

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
松
法
務
局
登
記
相
談
室

専
用
電
話
番
号

�
０
８
７
―
８
２
１

は

や

い

―
２
１
０
３

ふ
ど
う
さ
ん

14

19�
��

23�
��

内科及び小児科� 外　　科�

聖マルチン病院�
（谷　町）�
146－5195

回生病院�
（室　町）�
146－1011

坂出市立病院�
（文京町）�
146－5131

4�
��

11�
��

25�
��

18�
��

内科及び小児科� 外　　科�

うちだ小児科医院�
（駒止町）�
146－2622

宇多津浜クリニック�
（宇多津町）�
156－7007

番の州ハピネスクリニック�
（八幡町）�
144－5566

国重医院�
（元　町）�
146－5501

宇多津クリニック�
（宇多津町）�
156－7777

前田外科医院�
（江尻町）�
146－5955

三木内科胃腸科医院�
（宮下町）�
146－3658

赤沢病院�
（府中町）�
148－3200

高尾医院�
（元　町）�
146－5111

9月の休日当番医院�

※変更することがありますので、新聞等で確認してください。�

ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
十
七
年
度
道
路
交
通

セ
ン
サ
ス
（
オ
ー
ナ
ー
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
Ｏ
Ｄ
調
査
）

高
松
法
務
局
登
記
相
談
室

設
置
の
お
知
ら
せ

広告� 介護付有料老人ホーム�

高齢者向け優良賃貸住宅�

★保証金は無料! ★全室個室でプライバシー保護�
★要支援から要介護5までの方のご入居募集中�

★ご入居公募中! ★町より家賃補助あり ★60歳からの安心生活�

（町内浜九番丁142－4）�49－9221 担当・氏家�

アミーユ・ホーム西隣り　�管理室　�41－0466�
（管理は合田不動産）町役場　�49－8012

広報うたづ広告掲載�

　平成17年7月号で広告を募集しました。価格は、1

枠3,000円／月です。広告収入は、広報誌作成費用の

一部として活用します。現在1枠の空きがありますので、

掲載の依頼は総務課広報担当（�49－8013）まで

問い合わせてください。�

※ただし、「広報うたづ広告掲載要領」の基準にあてはまるもの�
　とさせていただきます。�

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
う
た
づ

新
着
図
書
案
内

ポーの話
いしいしんじ

モッタイナイで地
球は緑になる
ワンガリ･マータイ

不思議の国のトッ
トちゃん
黒柳徹子

モービー・ディッ
ク航海記
たむらしげる

お茶の大研究
大森正司

やさいのおしゃべり
いもとようこ 著

著著著

著

◎
児
童
書

◎
一
般
書

監修



▼
日
時

十
月
一
日
�

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

▼
場
所

丸
亀
市
民
会
館

満
濃
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
後
援

高
松
法
務
局

▼
問
い
合
わ
せ
先

中
讃
丸
亀
支
部
長
　
近
石

�
63
―
２
２
１
３

▼
日
時

九
月
十
五
日
�

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

▼
場
所

丸
亀
市
民
会
館
　
一
階
（
展
示

室
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

丸
亀
調
停
協
会

�
０
８
７
７
―
２
３
―
５
１
１
１

町
内
の
中
心
を
流
れ
る
大
束
川

を
ス
イ
セ
ン
の
花
で
飾
る
こ
と

で
、
美
し
い
景
観
を
形
成
し
、
川

に
親
し
め
る
よ
う
、
今
年
か
ら
三

年
計
画
で
ス
イ
セ
ン
の
球
根
を
植

え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
ま

し
た
。
初
回
の
今
年
は
、
一
万
五

千
個
の
球
根
を
左
岸
側
に
植
え
る

に
あ
た
り
、
賛
同
し
て
く
だ
さ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
募
集
い

た
し
ま
す
。

ス
イ
セ
ン
の
花
が
好
き
な
人
や

興
味
あ
る
人
、
ま
た
親
子
で
ふ
れ

あ
う
機
会
と
し
て
な
ど
、
誰
で
も

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
み

な
さ
ん
の
協
力
で
、
来
春
に
大
束

川
の
約
一
㎞
に
美
し
い
ス
イ
セ
ン

の
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

ス
イ
セ
ン
を
咲
か
す
会
実
行
委

員
会
　
会
長
　
前
川
　
宗
幸

▼
実
施
日

十
月
十
日
�

午
前
九
時
か
ら

▼
問
い
合
わ
せ
先

事
務
局

町
建
設
課

�
49
―
８
０
１
２

▼
日
時

九
月
六
日
�

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
ま
で

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
四
階

▼
内
容

テ
ー
マ

「
脳
血
栓
障
害
に
つ
い
て
」

病
態
・
予
防
・
リ
ハ
ビ
リ
の
基

礎
な
ど
講
義
を
中
心
と
し
た
、

相
談
・
実
技
。

▼
講
師

四
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

理
学
療
法
士
　
長
岡
　
誠
司
氏

▼
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

�
24
―
８
０
０
１

な
お
、
今
年
度
の
「
健
康
・
福

祉
教
室
」
は
、
今
回
で
終
了
で
す
。

15

平
成
十
七
年
度
「
法
の
日
」

の
登
記
無
料
相
談

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

理
学
療
法
士
に
よ
る

「
健
康
・
福
祉
」
教
室
の

開
催
に
つ
い
て

広告�

制服他…取り扱い店�
■山田衣料店（山下）�49-0980　■渡辺衣料店（栄町）�49-0816�
■長尾衣料店（栄町）�49-0155　■吉田衣料店（栄町）�49-0508

宇多津小学校　　宇多津北小学校�

宇多津中学校�

広告� 水廻りの工事は宇多津町指定工事店の�

■漁　師　水　道�
■㈲　宮　本　設　備�
■㈲　岡　田　住　設�
■㈱ハラケン工業�
■㈱　西　本　商　店�

宇多津町上下水道�
工事業協同組合 加入店へどうぞ�

（大　門）�
（津の郷）�
（十楽寺）�
（平　山）�
（水主町）�

�49-0861�
�49-0897�
�49-1832�
�49-4890�
�49-0337

■谷口建材工業㈱�
■樋　口　工　業　㈲�
■平　　野　　屋�
■讃　岐　ガ　ス�

（新　開）�
（西町中）�
（浦　町）�
（鍋　谷）�

�49-0856�
�49-0893�
�49-0803�
�49-3035

無
料
調
停
相
談
会



▼
期
間

平
成
十
七
年
十
月
十
七
日
�
〜

平
成
十
八
年
三
月
二
十
七
日
�

▼
場
所

〒
七
六
一
―
八
〇
五
七

香
川
県
高
松
市
田
村
町
一
一
一
四

県
身
体
障
害
者
総
合
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

職
能
訓
練
室

▼
受
講
料

三
万
円

（
別
途
テ
キ
ス
ト
・
ソ
フ
ト
代

等
、
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。）

▼
募
集
人
数

五
名

▼
募
集
締
切

十
月
七
日
�

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
一
―
八
〇
五
七

香
川
県
高
松
市
田
村
町
一
一
一
四

県
身
体
障
害
者
総
合
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
０
８
７
―
８
６
７
―
７
６
８
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７
―
８
６
７
―
０
４
２
０

県
立
丸
亀
高
等
技
術
学
校
で

は
、
社
会
保
険
事
務
の
初
心
者
を

対
象
に
、
社
会
保
険
制
度
実
務
講

習
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

九
月
一
日
�
〜
九
日
�

▼
受
付
場
所

町
建
設
課

▼
募
集
内
容

新
開
南
団
地

三
Ｄ
Ｋ
　
二
戸

家
賃
　
二
三
、
七
〇
〇
円
〜

三
九，

八
〇
〇
円

※
条
件
等
に
よ
り
家
賃
変
更
有

▼
入
居
者
選
考
方
法

募
集
締
切
後
、
入
居
者
資
格
の

審
査
を
行
い
、
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
な

お
、
抽
選
日
等
は
、
入
居
資
格

者
に
後
日
通
知
し
ま
す
。

▼
申
込
み
で
き
る
方

次
の
①
か
ら
③
の
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
方

①
町
内
に
住
所
（
生
活
基
盤
の

あ
る
方
）
ま
た
は
勤
務
場
所

が
あ
る
方
で
、
住
宅
に
困
窮

し
て
い
る
こ
と

②
所
得
が
所
定
の
基
準
に
該
当

す
る
こ
と

月
収
（
政
令
月
収
）
が
、
一

般
世
帯
は
二
十
万
円
以
下
、

裁
量
世
帯
は
二
十
六
万
八
千

円
以
下

③
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

次
の
方
は
、
一
人
で
も
申
込
み

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
　
満
五
十
歳
以
上
の
方

ロ

身
体
障
害
者
（
身
体
障
害

者
手
帳
一
級
か
ら
四
級
）
の

方
ハ

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方

ニ

原
子
爆
弾
被
害
者
の
医
療

に
関
す
る
厚
生
大
臣
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方

ホ

生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保

護
者
の
方

へ

海
外
か
ら
の
引
揚
者
で
五

年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

▼
申
込
み
で
き
な
い
方

①
現
に
市
町
営
住
宅
ま
た
は
県

営
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方

②
家
族
を
不
自
然
に
分
離
ま
た

は
集
合
し
た
方

▼
申
込
書
類
等

申
込
み
の
際
に
提
出
し
て
い
た

だ
く
書
類
は
、
受
付
場
所
で
配

布
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
建
設
課

�
49
―
８
０
１
２

▼
受
付
期
間

・
採
用
試
験
申
込
書
を
持
参
・
郵

送
の
場
合

九
月
二
十
一
日
�
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
、
九
月
二
十

一
日
�
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も

の
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み

九
月
十
四
日
�
ま
で

※
九
月
十
四
日
は
、
午
後
五
時

十
五
分
ま
で
に
到
達
し
た
も
の

を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
験
資
格

・
昭
和
五
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

六
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
（
高
校
卒
業
程
度
の
者
）

・
身
体
測
定
合
格
基
準
に
適
合
す

る
者

▼
第
一
次
試
験
日

十
月
十
六
日
�

▼
採
用
予
定
人
数

男
性
　
十
四
名
程
度

女
性
　
二
名
程
度

※
警
察
官
Ｂ
（
男
性
）
に
つ
い

て
は
、
香
川
県
、
大
阪
府
及
び

兵
庫
県
が
共
同
で
第
一
次
試
験

の
一
部
を
実
施
し
ま
す
。

「
試
験
案
内
・
受
験
申
込
用
紙
」

は
坂
出
警
察
署
ま
た
は
最
寄
の

交
番
・
駐
在
所
で
準
備
し
て
い

ま
す
が
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

坂
出
警
察
署

�
46
―
０
１
１
０

（
内
線
２
１
０
〜
２
１
１
）

各
種
保
険
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

が
健
康
保
険
・
年
金
・
雇
用
保

険
・
労
災
保
険
の
制
度
全
般
に
つ

い
て
、
基
礎
的
な
知
識
や
実
務
手

続
き
等
を
詳
し
く
教
え
ま
す
。

▼
開
催
日
程

九
月
二
十
六
日
�
〜
二
十
八
日
�

三
日
間
（
午
後
一
時
〜
午
後
五
時
）

▼
開
催
場
所

丸
亀
高
等
技
術
学
校

▼
対
象
者

在
職
者
（
社
会
保
険

事
務
初
心
者
）

▼
募
集
人
数

十
五
名

▼
受
講
料
等

三
千
五
十
円

▼
受
付
期
間

九
月
十
二
日
�
ま
で

▼
内
容

①
健
康
保
険
・
年
金
給
付
制
度

講
　
師

香
川
県
社
会
保
険
事
務
局

善
通
寺
事
務
所
職
員

②
雇
用
保
険
制
度

講
　
師

丸
亀
公
共
職
業
安
定
所
職
員

③
労
働
保
険
制
度
・
労
災
給
付

講
　
師

香
川
労
働
局
職
員

④
介
護
休
業
・
育
児
休
業

講
　
師

香
川
労
働
局
職
員

▼
申
込
先

丸
亀
高
等
技
術
学
校

�
22
―
２
６
３
３

16

平
成
十
七
年
度
在
宅
ワ
ー

カ
ー
養
成
講
習
（
後
期
）

受
講
者
募
集
！

社
会
保
険
制
度
実
務
講
習

受
講
者
募
集

新
開
南
団
地
入
居
者
を
募
集

平
成
十
七
年
度

警
察
官
Ｂ
（
男
性
）

採
用
共
同
試
験
案
内

香
川
県
警
察
官
Ｂ
（
女
性
）

採
用
試
験
案
内



★
「
里
親
」
っ
て
な
あ
に
？

子
ど
も
は
、
あ
た
た
か
い
家
庭

で
愛
さ
れ
大
切
に
育
て
ら
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
健
や
か
に
成
長
し

て
い
き
ま
す
、
し
か
し
親
の
病
気

や
離
婚
、
児
童
虐
待
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
に
よ
り
家
庭
的
な
ぬ
く

も
り
を
求
め
て
い
る
子
ど
も
が
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
自

分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
親
身
に

な
っ
て
愛
情
と
誠
意
を
も
っ
て
養

育
し
て
く
だ
さ
る
方
を
「
里
親
」

と
い
い
ま
す
。

★
里
親
に
な
る
た
め
の
手
続
き

一
、
申
し
込
み
窓
口

里
親
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
近
く
の
子
ど
も
女
性
相
談
セ

ン
タ
ー
・
西
部
子
ど
も
相
談
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

二
、
調
査

子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ

ー
・
西
部
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ

ー
の
職
員
が
面
接
や
家
庭
訪
問

を
し
ま
す
。

三
、
認
定

知
事
が
里
親
と
し
て
の
適
否

を
審
査
・
認
定
し
ま
す
。

四
、
登
録

知
事
が
認
定
し
た
方
を
里
親

と
し
て
登
録
し
ま
す
。

五
、
委
託

子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ

終
了
／
午
後
一
時

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
二
階

調
理
実
習
室

▼
内
容

栄
養
バ
ラ
ン
ス
食

▼
対
象

希
望
者
三
十
名
（
夫
婦

で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。）

▼
参
加
費

四
〇
〇
円
（
当
日
徴
収
）

▼
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
手
拭
き
タ
オ
ル

▼
主
催

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

九
月
二
十
二
日
�
ま
で
に
お
申

込
く
だ
さ
い
。

町
保
健
セ
ン
タ
ー

�
49
―
８
０
０
８

▼
日
時

九
月
十
八
日
�

午
後
一
時
〜
七
時

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
三
階

▼
主
催

宇
多
津
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン

ス
ク
ラ
ブ

▼
後
援

町
文
化
協
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

宇
多
津
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

�
49
―
４
４
２
８

（
長
縄
手
　
福
本
）

�
49
―
０
３
０
１

（
本
町
　
三
浦
）

▼
日
時

九
月
二
十
五
日
�

受
付
／
午
前
八
時
三
十
分
〜
八

時
五
十
分

開
会
式
／
午
前
九
時

競
技
開
始
／
午
前
九
時
二
十
分

競
技
終
了
後
、
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
競
争

閉
会
予
定
／
午
前
十
一
時
半

▼
会
場

中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
参
加
資
格

小
学
校
四
年
生
以

上
『（
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
教

室
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
参
加

者
及
び
参
加
経
験
者
、
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
に
関
心
の
あ
る
方
、
歓
迎

▼
参
加
料

無
料

▼
競
技
方
法

個
人
選
と
し
、
二

ラ
ウ
ン
ド
・
十
六
ホ
ー
ル
を
回

り
、
そ
の
合
計
打
数
で
競
う

▼
表
彰

一
位
〜
十
位
、
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
賞
、
参
加
賞

▼
主
催

町
体
育
協
会
　
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
部

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

九
月
二
十
一
日
�
ま
で

町
教
育
委
員
会

�
49
―
８
０
０
７

▼
日
時

九
月
二
十
三
日
�

開
場
／
午
前
九
時

開
始
／
午
前
九
時
三
十
分

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

▼
内
容

・
「
蜂
の
巣
の
子
ど
も
た
ち
」

清
水
　
　
宏
　
監
督

・
「
わ
が
青
春
に
悔
い
な
し
」

黒
澤
　
　
明
　
監
督

・
「
安
城
家
の
舞
踏
会
」

吉
村
公
三
郎
　
監
督

・
「
帰
郷
」

大
庭
　
秀
雄
　
監
督

▼
入
場
料

ど
れ
で
も
二
作
品
で

大
人
　
　
　
　
五
〇
〇
円

高
校
生
以
下
　
三
〇
〇
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

「
宇
多
津
シ
ネ
ク
ラ
ブ
」
事
務

局
（
香
川
）

�
49
―
５
５
４
１

ー
・
西
部
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ

ー
で
子
ど
も
・
里
親
の
条
件
を

考
慮
し
て
委
託
し
ま
す
。

★
県
で
は
、
児
童
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
児
童
に
、
週
末
や
休

暇
期
間
中
な
ど
に
、
短
期
間
、
家

庭
生
活
を
体
験
し
て
も
ら
う
週
末

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
を
実
施
し
て

お
り
、
児
童
を
受
け
入
れ
て
い
た

だ
け
る
家
庭
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

★
滞
在
委
託
費
と
児
童
移
送
費
を

実
情
に
応
じ
て
、
お
支
払
い
し
ま

す
。
ま
た
、
賠
償
責
任
保
険
に
も

加
入
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

�
０
８
７
―
８
６
２
―
８
８
６
１

西
部
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

�
24
―
３
１
７
３

▼
日
時

九
月
二
十
九
日
�

受
付
／
午
前
九
時
〜
三
十
分

17

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

男
性
料
理
講
習
会
の
ご
案
内

第
二
十
回
チ
ャ
リ
テ
ィ

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

第
五
回
町
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

あ
の
名
作
を
も
う
い
ち
ど

日
本
映
画
名
作
選

第
四
回
め
も
り
あ
る
シ
ネ

マ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

イ
ン
　
う
た
づ

うたづ遊友健康体力づくり教室 9月 青竹踏み体操
・毎週木曜日 午後1時30分～3時30分 ・町保健センター3階 健康増進室　・健康運動指導士 杉浦ひろみ

ユープラザうたづ
�49－8020
安城家の舞踏会

1947年　松竹（大船）



お
寺
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
春
に
行
っ
た
落

語
・
講
演
会
に
続
き
、
歴
史
あ
る

お
寺
で
日
本
伝
統
芸
術
で
あ
る
華

道
と
箏
の
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
地
元
の
雅
楽
演
奏
も

賛
助
出
演
し
て
い
ま
す
。

秋
の
夕
暮
れ
時
に
、
幻
想
的
な

ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

十
月
一
日
�

午
後
六
時
三
十
分
開
演

▼
会
場

西
光
寺

宇
多
津
町
二
一
九
八
番
地

お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
町
役

場
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▼
入
場
料

整
理
券
が
必
要
で

す
。
整
理
券
は
、
町
政
策
調
整

室
ま
た
は
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

に
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

事
務
局

㈱
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
シ
ャ
ー
プ

丸
亀
営
業
所

�
58
―
３
９
０
３

森
山
　
仲
子

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
や
「
車
椅
子

ダ
ン
ス
」
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
。
見
ど
こ
ろ
の
ギ
ュ

ッ
と
詰
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
、
来
年
へ
の
期
待
を
膨
ら
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

香
川
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ

二
〇
〇
五

▼
日
時

九
月
二
十
三
日
（
金
・

祝
）
午
前
十
時
〜
午
後
四
時

▼
会
場

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
　
大

展
示
場

▼
料
金

入
場
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
商
工
労
働
部
　
労
働
政
策
課

技
能
五
輪
・
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

推
進
室

�
０
８
７
―
８
３
２
―
３
３
７
３

コ
ス
モ
ス
畑
の
特
徴

数
量
／
三
十
種
百
十
万
本
の
コ
ス

モ
ス
が
順
次
開
花
し
ま
す
。

場
所
／
芝
生
広
場
　
花
竜
の
道

面
積
／
約
五
、
五
〇
〇
㎡

見
頃
／
九
月
中
旬
か
ら
十
月
中
旬

▼
期
間

九
月
十
七
日
�
〜
十
月
十
六
日
�

・
「
コ
ス
モ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク

ナ
イ
ト
」
開
催
日

九
月
二
十
三
日
�

九
月
二
十
四
日
�

九
月
二
十
五
日
�

十
月
一
日
�

十
月
二
日
�

十
月
八
日
�

十
月
九
日
�

十
月
十
日
�

十
月
十
五
日
�

十
月
十
六
日
�

の
十
日
間

▼
開
園
時
間

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

※
「
コ
ス
モ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ

ク
ナ
イ
ト
」
開
催
日
は
、
午
後

九
時
ま
で
開
園
時
間
を
延
長
し

ま
す
。（
入
園
は
午
後
八
時
三

十
分
ま
で
）

▼
休
園
日

期
間
中
無
休

▼
入
園
料

大
人
（
十
五
歳
以
上
）

…
…
…
…
…
…
…
四
〇
〇
円

小
人（
六
歳
以
上
十
五
歳
未
満
）

…
…
…
…
…
…
…
…
八
〇
円

※
「
コ
ス
モ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ

ク
ナ
イ
ト
」
開
催
日
の
午
後
五

時
以
降

大
人
…
…
…
…
…
…
二
八
〇
円

小
人
…
…
…
…
…
…
…
五
〇
円

（
た
だ
し
駐
車
場
料
金
は
必
要
）

※
都
市
緑
化
月
間
に
つ
き
、
十

月
十
六
日
�
は
入
園
料
が
無
料

と
な
り
ま
す
。

（
た
だ
し
駐
車
場
料
金
は
必
要
）

▼
駐
車
料
金

普
通
…
…
…
…
…
…
三
一
〇
円

大
型
…
…
…
…
一
、
〇
二
〇
円

二
輪
…
…
…
…
…
…
一
〇
〇
円

※
期
間
中
の
日
祝
日
、
無
料
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
を
Ｊ
Ｒ
琴
平
駅
前

と
公
園
間
で
運
行
予
定
（
昼
間

の
み
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園

ま
ん
の
う
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

�
79
―
１
７
０
０

▼
日
時

九
月
十
七
日
�

共
用
エ
リ
ア
（
参
加
費
無
料
）

・
午
後
十
二
時
二
十
分
〜

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
・

子
ど
も
和
太
鼓

（
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
）

・
午
後
一
時
〜

集
ま
れ
！
カ
ブ
ト
ム
シ
ク
ワ
ガ

タ
キ
ッ
ズ

（
一
階
・
視
聴
覚
室
）

・
午
後
二
時
三
十
分
〜

お
は
な
し
・
手
作
り
お
も
ち
ゃ

教
室

（
二
階
・
会
議
室
）

・
近
藤
バ
レ
エ
研
究
所
・
特
別
公
演

開
場
／
午
後
六
時

開
演
／
午
後
六
時
三
十
分

入
場
料
　
一
、
〇
〇
〇
円

全
席
自
由
（
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）

※
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
ほ
か
、

各
指
定
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
絶

賛
発
売
中
！

香
川
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
五

〜
香
川
の
「
技
」
が
大
集
合
〜

二
〇
〇
六
年
十
月
に
、
香
川
県

で
「
技
能
五
輪
全
国
大
会
」
と

「
全
国
障
害
者
技
能
競
技
大
会

（
愛
称：

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。「
技
能
五
輪
全

国
大
会
」
は
、
二
十
三
歳
以
下
の

青
年
技
能
者
が
、
四
十
以
上
の
職

種
で
日
本
一
を
競
う
大
会
で
、

「
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
は
、
障
害

の
あ
る
方
が
二
十
以
上
の
職
種
で

日
本
一
を
競
う
大
会
で
す
。
こ
の

二
つ
の
大
会
の
愛
称
が
「
二
〇
〇

六
技
能
五
輪
＆
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

in
か
が
わ
」
で
す
。

来
年
の
大
会
に
は
、
多
く
の
県

民
の
方
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
、

選
手
た
ち
が
自
分
の
職
業
に
信
念

を
持
ち
、
純
粋
に
取
り
組
む
姿
を

見
て
、
技
能
の
す
ば
ら
し
さ
を
実

感
し
た
り
、
障
害
者
の
雇
用
の
促

進
な
ど
へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
会
に

は
、
香
川
県
か
ら
も
多
く
の
選
手

が
参
加
予
定
で
す
。

そ
ん
な
大
会
を
来
年
に
控
え
、

気
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
「
香
川
も
の
づ
く
り

フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
五
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
今
年
十
月
に
開
催
さ
れ

る
「
技
能
五
輪
・
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
山
口
大
会
」
出
場
選
手
に
よ
る

公
開
練
習
を
は
じ
め
、
誰
も
が
楽

し
め
る
「
も
の
づ
く
り
体
験
コ
ー

ナ
ー
」
や
「
技
能
関
係
団
体
に
よ

る
作
品
の
展
示
・
即
売
」、「
フ
ァ

18
〈役場へのご意見・ご要望をお寄せください。電話ご意見番 149―8211〉

〜
花
と
箏こ

と

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
〜

八
百
年
の

歴
史
が
蘇
る
…

二
〇
〇
六
　
技
能
五
輪
＆

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

in
か
が
わ
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園

コ
ス
モ
ス
フ
ェ
ス
タ

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

第
二
回
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ユ
ー
プ
ラ
ザ
で

一
日
楽
し
も
う
！

み
ん
な
で
わ
く
わ
く
の

イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
！



弁護士による法律相談
9月13日（火）午前9時～正午
町保健センター2階
町社会福祉協議会　�49－0287

弁護士による法律相談（事前申込）
9月21日（水）午前9時～正午
宇多津商工会　
宇多津商工会　�49－1311

納税なんでも相談
月～金　午前8時30分～午後5時
町税務課
町税務課　�49－8004

健康相談
毎週水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　�49－8008

病態栄養相談（要予約）
毎月第1・3・5水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　�49－8008

育児相談
毎月第2火曜日　午前9時30分～11時
町保健センター健康相談室
町保健センター　�49－8008

子育て相談コーナー
（子育てに関すること、いじめ、虐待など）
月～金　午前9時～午後5時
町保健福祉課　�49－8003

療育相談
毎月第3火曜日　午前9時～11時30分
町役場1階相談室
町保健福祉課　�49－8003

こども相談（要予約）
毎月第2月曜日 偶数月午前、奇数月午後
町保健センター診察室
町保健センター　�49－8008

こころの相談（要予約）
毎月第3木曜日　午後1時30分～4時
町保健センター診察室
町保健センター　�49－8008

こども教育相談
月～金　午前8時30分～午後5時
町福祉センター2階
少年育成センター　�49－4001

ことばの相談（要予約）
毎月第4木曜日　午前9時～正午
町保健センター健康相談室
町保健センター　�49－8008

一般相談
（家庭不和、離婚、財産問題、老人福祉、
母子・父子福祉問題、その他日常生活の
あらゆる問題）
9月6日（火）・20日（火）・27日（火）
午前9時30分～正午
町保健センター2階研修室
町社会福祉協議会　�49－0287

身体障害者相談
9月16日（金） 午後1時30分～4時
町保健センター2階研修室
町社会福祉協議会　�49－0287

介護相談・ボランティア相談
月～金　午前9時～午後5時
町社福祉協議会
町社会福祉協議会　�49－0287

電話相談（福祉を中心としたあらゆる相談）
月～金　午前9時～午後5時
町社会福祉協議会　�49－0287

交通相談
毎月第4金曜日　午前9時～午後3時
町保健センター2階研修室
町住民生活課　�49－8000

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問
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問
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問
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場

問
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場

問
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場

問

日

場

問

日

場

問

日

問

ジ
ャ
ズ
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
以
来
、
七
〇
年
代
・
八
〇

年
代
の
テ
レ
ビ
・
映
画
の
最
前
線

で
活
躍
し
、
現
在
再
び
ジ
ャ
ズ
シ

ー
ン
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
大
野
雄

二
の
オ
シ
ャ
レ
で
パ
ワ
フ
ル
な
ス

テ
ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。

▼
日
時

十
月
八
日
�

開
場
／
午
後
六
時
三
十
分

開
演
／
午
後
七
時

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

ン
ゴ
」
他
名
曲
ば
か
り
で
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

十
一
月
二
十
七
日
�

開
場
／
午
後
六
時

開
演
／
午
後
六
時
三
十
分

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

▼
チ
ケ
ッ
ト
料
金
・
販
売
所

全
席
自
由
席
　
四
、
〇
〇
〇
円

（
当
日
　
四
、
五
〇
〇
円
）

未
就
学
児
童
の
同
伴
、
入
場
は

お
断
り
致
し
ま
す
。

※
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
ほ
か
、

各
指
定
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
絶

賛
発
売
中
！

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

▼
チ
ケ
ッ
ト
料
金
・
販
売
所

Ａ
指
定
席
…
四
、
〇
〇
〇
円

（
当
日
　
四
、
五
〇
〇
円
）

Ｂ
自
由
席
…
三
、
五
〇
〇
円

（
当
日
　
四
、
〇
〇
〇
円
）

未
就
学
児
童
の
同
伴
、
入
場
は

ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

※
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
ほ
か
、

各
指
定
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
絶

賛
発
売
中
！

エ
ン
リ
ケ
・
ク
ッ
テ
ィ
ー
ニ
楽

団
に
よ
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ

開
催
！
今
回
の
演
奏
曲
目
は
、

「
ラ
・
ク
ン
パ
ル
シ
ー
タ
」、「
エ

ル
・
チ
ョ
ク
ロ
」、「
リ
ベ
ル
・
タ

19
〈火災時の問い合わせは 145―4949〉

大
野
雄
二
ト
リ
オ

L
U
P
IN
T
H
E
T
H
IR
D

J
A
Z
Z
C
O
N
C
E
R
T

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ

「
タ
ン
ゴ
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
」

宝
く
じ
文
化
公
演
　
岩
崎
宏
美

LIV
E
2005

〜H
ap
p
iness

〜

チ
ケ
ッ
ト
完
売
の
お
知
ら
せ

宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
十
一

月
九
日
�
に
開
催
い
た
し
ま
す

岩
崎
宏
美
コ
ン
サ
ー
ト
の
チ
ケ

ッ
ト
は
完
売
い
た
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
前
売
り
に
て
完
売
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
当
日
券
の

販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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恵え

日
山

に
ち
さ
ん

南
隆
寺

・
本
尊
　
釈
迦
牟
尼
仏
（
お
釈
迦
さ
ま
）

・
宗
派
　
曹
洞
宗

・
本
山
　
福
井
県
　
永
平
寺

横
浜
市
　
総
持
寺

・
創
建
　
室
町
時
代

【
歴
史
】

当
山
は
、
一
四
六
一
年
、
細
川
勝
元

が
大
川
郡
福
栄
村
（
現
東
か
が
わ
市
白

鳥
町
）
に
あ
っ
た
寶
光
寺
（
今
も
同
所

に
有
り
）
を
宇
多
津
に
移
し
南
隆
寺
と

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
四
六
六
年
に

は
丸
亀
市
に
移
さ
れ
東
福
寺
と
改
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
五
八
八
年
生

駒
一
正
は
高
松
築
城
に
あ
た
り
、
こ
の

寺
を
浜
ノ
町
に
移
し
見
性
寺
と
し
ま
し

坐
禅
堂

そ
の
名
の
と
お
り
坐
禅
を
す
る
建
物

で
、
昭
和
五
十
一
年
建
立
、
三
十
一
の

単
（
坐
る
場
所
）
が
あ
り
、
正
面
に
は

僧
形
文
殊
菩
薩
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
羅
漢
堂
を
兼
ね
て
い
る
た
め
、
坐

禅
を
す
る
と
き
は
、
奥
に
お
ら
れ
る
大

勢
の
羅
漢
さ
ま
に
見
守
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
気
分
で
す
。

【
年
中
・
月
例
行
事
】

○
新
年
大
般
若
祈
祷

（
正
月
三
日
午
後
）

大
般
若
経
六
百
巻
を
転
読
し
、
世

界
平
和
、
国
土
の
安
穏
、
仏
法
の
興

隆
を
祈
り
、
参
詣
の
善
男
善
女
の
息

災
を
祈
る
法
要
で
す
。

○
花
ま
つ
り

（
四
月
八
日
）

お
釈
迦
さ
ま
が
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
の

花
園
で
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
と
き
、

竜
王
が
空
か
ら
甘
露
の
雨
を
降
ら
せ

た
。
現
在
の
南
隆
寺
は
、
見
性
寺
八
世

照
山
桃
旭
和
尚
に
よ
り
中
興
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

【
お
も
な
建
物
】

本
堂一

八
〇
五
年
（
文
化
二
年
）、
五
世

中
興
諦
應
禅
了
和
尚
の
代
に
建
立
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
で
ち
ょ
う
ど

二
百
年
に
な
る
方
丈
形
式
の
建
物
で
す
。

山
門現

在
の
山
門
は
新
し
く
、
第
二
次
世

界
大
戦
で
供
出
し
、
な
く
な
っ
て
い
た

梵
鐘
再
鋳
に
合
わ
せ
、
昭
和
四
十
一
年

鐘
楼
門
と
し
て
建
立
、
特
徴
あ
る
竜
宮

門
で
す
。

て
、
お
誕
生
を
祝
っ
た
と
い
う
言
い

伝
え
に
由
来
し
、
お
さ
な
姿
の
お
仏

像
に
甘
茶
を
か
け
て
慶
讃
す
る
法
要

で
す
。

○
盂
蘭
盆
大
施
餓
鬼
会

（
八
月
十
二
日
）

檀
信
徒
を
は
じ
め
、
参
詣
の
み
な

さ
ま
の
ご
先
祖
、
有
縁
無
縁
の
精
霊

供
養
の
法
要
で
す
。

○
坐
禅
会

（
毎
週
日
曜
朝
六
時
）

○
写
経
会

（
毎
月
十
八
日
前
後
）

※
次
号
は
多
聞
寺
を
紹
介
し
ま
す
。

寺
社
の
紹
介
シ
リ
ー
ズ
⑥

N
o.507

広
報
う
た
づ

September.9/2005

●
秋
季
彼
岸
永
代
祠
堂
法
要

（
本
妙
寺
）

・
九
月
二
十
三
日
�

・
参
詣
者
に
は
お
は
ぎ
の
振
舞
い

が
あ
り
ま
す
。

●
秋
季
彼
岸
会
（
西
光
寺
）

・
九
月
二
十
三
日
�
〜

二
十
五
日
�

●
秋
彼
岸
会
（
郷
照
寺
）

・
九
月
二
十
日
�
〜
二
十
六
日
�

・
希
望
者
に
は
、
法
話
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

九
月
の
行
事
の
ご
案
内


